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沖縄公庫のセーフティネット機能 （新型コロナウイルス関連特別相談窓口の状況）
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件数

セーフティネット関連融資（契約）実績 新型コロナウイルス関連融資の申込受付・決定状況

申込受付は4月から5月中旬まで大幅に増加、足元では1万件をうかがう

（R2/6/28時点）

申込累計 9,675件 2,051億円

決定累計 8,807件 1,661億円 進捗率（件数）91％

件数

過去のセーフティネット融資の規模をはるかに
超える新型コロナウイルス関連融資

（注） 契約累計
決定累計は8,807件



 新型コロナウイルス特別相談窓口実績（R2/6/28時点）

融資及び条件変更により、1万先を超える事業者の資金繰りを支援

融資（先数） 申込：9,675先 → 決定：8,807先（進捗率91％）1,661億円

※平年の年間決定件数3,600先

条件変更（債権数） 申込：1,838件 → 実行：1,815件（進捗率99％）

 相談窓口の機能拡大、処理迅速化の取組み

対応人員の最大化（総合公庫としての特性を最大限に発揮）

経営資源の集中的かつ効率的投入

平時58名 ⇒ 兼務体制により154名（県内配置全職員187名）

審査、契約処理ラインの複線化

相談窓口の機能拡大

休日営業（R2.3/28～5/6）、平日営業時間の延長

申込者の負担軽減や業務の効率化

 補正予算による事業規模の追加

Ｒ2年度1次補正後予算 5,400億円（当初予算の3.4倍）

Ｒ2年度2次補正後予算 1兆1,555億円（当初予算の7.2倍）

 商工会議所・商工会・青色申告会との連携

沖縄公庫の取組み （事業者の資金繰り支援を強力に推進、過去最大規模の予算）
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● 観光収入の激減やコロナ感染防止対策の影響から、「宿泊・飲食」など観光関連産業のみでなく、あらゆる業種の事

業者から相談があり、不況に強い業種（生活関連、医療、士業など）の相談も増加

● 中堅・大企業から中小・小規模事業者・フリーランスと、各種業態・規模の事業者の資金繰り支援にきめ細かく対応

● 商工会議所・商工会・青色申告会との連携による新型コロナウイルス特別貸付の斡旋（R2/4～5：約1,300件）

● 本島・宮古・石垣とその周辺小規模離島（※）まで県内くまなく支援を実施、地域経済及び雇用の維持に貢献

（※）久米島・渡嘉敷・座間味・南大東・北大東・伊江・伊是名・伊平屋・伊良部・竹富・与那国など

沖縄公庫の取組み （あらゆる業種・業態・規模、沖縄全域の資金ニーズに対応）

業種別融資決定実績 貸付金額別融資決定実績


